
の海外相場

Open
High
Low

Settlement
Change

EFP 2.50 - 2.60 0.014 - 0.021 2.50 - 3.00 -16.00 - -14.00 

Gold

Silver

Platinum

Palladium

週の経済指標一覧

前 29 予 24 前 53.9 前 21.0万件 予 21.3万件 前 4.2％ 予 3.4％

前 3.5％ 予 -0.6％ 前 4.5％ 予 -1.5％ 前 99.0 予 99.0

前 -1.8％ 予 -0.1％

前 1.0％ 予 1.0％

前 0.3％ 予 0.3％ 前 52.5 予 52.4 前 103.7 予 103.1

前 -2.9 予 -3.2 前 53.7 予 53.5 前 0.00％ 予 0.00％
EU 10月 購買担当者景気指数
前 53.2 予 53.0

   COMEX/NYMEX 投機的建玉

Long

Short

Net

Change

仏 10月 購買担当者景気指数

9月 住宅販売保留指数

カーニーＢＯＥ総裁発言

EU ＥＣＢ政策金利 

EU ドラギＥＣＢ総裁定例記者会見

10月 ミシガン大学消費者態度指数9月 新築住宅販売件数

米地区連銀経済報告

独 10月 購買担当者景気指数

7-9月期 四半期ＧＤＰ10月 購買担当者景気指数 前週分 新規失業保険申請件数

JP 10月 消費者物価指数

EU ドラギＥＣＢ総裁発言独 10月 ＩＦＯ企業景況感指数

10月25日

USA

2018年10月26日

1,086.0825.9
831.9
0.4

1,087.6
-24.7 

Source: LBMA/LPPM

PM

832.00

1,105.00

1,230.80

COMEX/NYMEX ($) Gold (Dec) Silver (Dec) Platinum (Jan) Palladium (Dec)

-0.046 

14.720
14.800

Asia

1.3

Mon Tue

14.740

LBMA/LPPM Fixing ($)

10月22日

1,113.00

828.00

          コメント

Thu FriWed

Precious Metals

貴金属は全般的に下落した。アジア時間に上昇基調にあったゴールドは欧州時間スタート近辺（日本時間16時）で売り込まれ$10/ozほど下落、貴金属全般

的にその動きにつられて同タイミングで下落した。その後は材料乏しい中で米国時間にかけて方向感なく推移したが、米国時間にドルが強含んだタイミング
でゴールドは下落、シルバー・プラチナもゴールドにつられて下落した。パラジウムは前日の下降基調を引継ぎ、軟調に推移した。

FX：

ドルは対主要通貨で上昇した。欧州時間は特段材料が乏しい中、ドルはレンジ内で推移した。米国時間は、ドラギECB総裁が理事会後の記者会見でユーロ

圏の基調的なインフレに自信を示すと同時に、先行きの多大な不透明感にも言及したことを背景にユーロ／ドルは一時上昇したが、その後反落して一時8月

以来の安値1.135を付けた。また、米経済指標（米9月分耐久財受注、米中古住宅販売成約指数）の良好な結果とクラリダ米FRB副議長が米経済について明

るい認識を示したこともドルの強材料となった。ドル/円終値は112.43、ユーロ/ドル終値は1.1377。

14.630

833.5

Europe

1,242.0
1,236.6

1,232.4

AM

1,232.15

 Fixing Prices

9月 耐久財受注

1,112.3
1,112.4836.7

1,230.5

748.0

41.9

506.5 1,647.3

530.623.7 1,930.8

20.5

24.1 937.2

2,584.5

296.8

Platinum ('000 oz)Silver (Moz)

14.610

Source: CFTC

Source: Bloomberg

Palladium ('000 oz)

1,182.8

15.1

2018/10/16

5.8

3.2

Gold (Moz)

10月 リッチモンド連銀製造業指数

独 9月 生産者物価指数

EU 10月 消費者信頼感

他社への転送･転用 堅くお断りいたします。  

当資料は、信頼できると判断した情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全性を保障するものではありません。当資料はお客様のお取引判断の参考となる情報提供を目的としてお

り、弊社は、この情報の使用結果について一切責任を負いません。 


